
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 内容 

QR QRコード。型番は任意。(2次元) 

CODE39/128 Code39/128。桁数は任意。 

EAN128 Code128のうち、UCC/EAN128規格に適合するもの。 

PDF417 PDF417バーコード。(2次元) 

JAN8/13 JANおよびEANコードのうち、8/13桁のもの。 

ITF ITF。桁数は任意。 

NW-7 NW-7。桁数は任意。 

CUSTOMER 郵便カスタマバーコード。 

RSS RSSバーコード。（７種類のタイプをサポート） 

BLANK 空白ページの認識が可能。（空白をバーコードに置換） 
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[概要] 
FUJITSUイメージスキャナ(fiシリーズ)からデータ(用紙)を取り込む処理を対象にしたアプリケーション
です。バーコード画像を含む用紙をスキャナから取り込む時にバーコードの情報を読み取り出力ファイル
名に利用します。また、読み取ったバーコード情報をもとにして仕分け、CSV(テキスト)出力、ページの
削除、検証･比較･階層処理(オプション)を行うことができます。 

[バーコード情報の読み取りとは] 

バーコード情報の読み取りとは、用紙の中からバーコード画像の部分を自動的に探しだし、バーコードの
情報を読み取る処理です。OCR機能と似ていますがOCR機能と比較して誤認識率が非常に低いことが特長
で、スキャナからバーコードを可読できるイメージを取り込むことができればどのような用紙からでも精
度の高い情報取得を行い利用することができます。 

[認識対応バーコード一覧] 

バーコードの内容は

“春夏秋冬” 
③出力ファイル名は 

バーコード情報 + 拡張子 

春夏秋冬.BMP 

①FUJITSUイメージ
スキャナから用紙を

取り込む。 

②KDbar_fiが用紙中
のバーコードを読み
取りファイル名とし

て利用します。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[その他の特長] 

・オプション機能(出力ファイ名詳細設定)によって1つのデータにある複数個のバーコード情報や、1つの

バーコード情報の必要な分部のみを利用して詳細な出力ファイル名付けおこないデータを出力します。

それらの情報を利用して階層構造のフォルダを作成して出力することも可能です。 

・オプション機能(バーコードの検証)によってバーコード情報とユーザーから指定された情報で検証を

おこない条件に応じた指定フォルダへの出力、データの削除などをおこないます。 

・オプション機能(バーコードの比較)によって読み取った複数のバーコード情報が一致しているか比較

をおこない指定の個数以上一致している情報のみ利用するようにして読み取り精度を高めます。 

・出力フォーマットはTIFF(G4,PackBits,LZW,JPEG,非圧縮)、JPEG、BMP、PDFをサポートしています。 

・異なる種別、全て(複数)のバーコードを同時に認識します。 

・バーコードを0,90,180,270度の4方向から認識して自動正立を行います。 

バーコードの内容をCSV(テキスト)

ファイルに出力 

[商品導入の背景、狙い] 

①スキャナより取り込んだデータからバーコード情報を読み取り出力ファイル名にできるためバー

コードから出力ファイル名の名前付けを自動的に行うことができます。 

②スキャナより取り込んだデータからバーコード情報を読み取り出力ファイル名やCSVファイルに出力

することによって文字検索などテキスト情報として活用することができます。 

③マルチページの取り込みと出力において読み取ったバーコード情報ごとに区分けして出力する、同じ

情報のファイルをまとめて出力することができるため出力ファイルの仕分けを自動的に行うことが

できます。 

④スキャナより取り込んだデータからバーコード情報を読み取りバーコードがないデータを削除しま

す。バーコードによって必要なデータのみ取り込み、不必要なデータを削除する処理を自動的行うこ

とができます。逆のケースであるバーコードがあるデータの削除も可能です。 

[動作環境＆価格] 
> 対応OS 
 Microsoft Windows 2000/XP/Server 2003(日本語版)が動作する環境 

※FUJITSUイメージスキャナ(fiシリーズ)が必要になります。 
 
> 製品名：KDbar1_fi (Light版) 
１次元コードの読み取り(RSSを含む) 
販売価格：\100,000 (税別) / 1ライセンス 
 
製品名：KDbar2_fi (Standard版) 
１次元コード,２次元コード(QR,PDF417)の読み取り 
販売価格：\150,000 (税別) / 1ライセンス 

 
> オプション機能：バーコードの検証･比較 
 販売価格： \50,000 (税別) / 1ライセンス 

[CSV出力機能＆仕分け機能] 

出力 

ファイル名 

バーコード 

種別 

バーコード

内容 

角

度

出力する情報を以下の項目から選択することができます。 

・処理対象となったファイル名(カウンタ番号)、 

出力ファイル名 

・バーコードの内容、種別、角度、位置(x,y) 

・マルチページ出力においてバーコードが検出された 

ページ番号 

・処理を行った日付時間 

バーコードの内容 

による仕分け機能 

仕分け方法を以下の項目から選択することができます。 

・バーコード情報を検出したページごとに区分けして出力 

をおこなう。 

・バーコードの内容(同じ情報)単位に仕分けをおこなう。 

仕分け

後 

仕分け

前 
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